
町会・自治会に加入しましょう!! 町会・自治会は、地域に住む人たちが、明るく住みよい町づくりをめざして、
地域におけるいろいろな問題の解決に取り組んでいる自主的団体です。（ ）

（1）　　　　　令和６年９月1日 第312号い た ば し 町 連

板 橋 区 町 会 連 合 会

第312号

令和６年 秋の地区行事予定表令和６年 秋の地区行事予定表
令和６年８月２０日現在　式典日時順

☎３９６１－１６０1
☎３９６０－０１２１
☎３９６０－２１３１
☎３９３８－０１５１
☎３９３５－２１１１
☎３９５９－１１７１
☎３９６１－５１１１
☎３９５８－８８１１
☎３９３７－２１１１
☎５９９７－１２１１
☎３５５４－５５１１

板 橋 支 店
常 盤 台 支 店
志 村 支 店
成 増 支 店
東武練馬支店
幸 町 支 店
板橋栄町支店
東 新 町 支 店
高 島 平 支 店
新高島平支店
小竹向原支店
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快適ライフのアドバイザー
多様化するニーズに対応するため

これからもアイデーマンは躍進していきます
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編 集
印 刷

　

10
・
11
月
は
、
ス
ポ
ー

ツ
や
芸
術
の
秋
と
し
て
、

各
地
区
で
町
連
支
部
と

関
係
機
関
が
協
力
し
、
地

区
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
地
区
ま
つ
り
、
地
域

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
な
ど
の

行
事
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。（
一
部
12
月
実
施
）

　

こ
れ
ら
の
行
事
は
、
地

域
の
人
々
が
互
い
に
知
り

合
う
大
変
良
い
機
会
で

あ
り
、
親
睦
・
交
流
・
連

帯
を
深
め
る
こ
と
で
、
町

会
・
自
治
会
へ
の
加
入
や

活
動
協
力
、
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
育
成
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
や
お
知

り
合
い
の
方
と
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。（
右
表
参
照
）

　

８
月
３
日
（
土
）
第
65
回
「
い

た
ば
し
花
火
大
会
」（
主
催
：
板

橋
区
・
板
橋
区
観
光
協
会
、協
賛
：

板
橋
区
町
会
連
合
会
ほ
か
）
が
、

板
橋
区
荒
川
河
川
敷
で
開
催
さ

れ
た
。

　

午
後
７
時
10
分
、
１
８
０
０

発
を
超
え
る
ワ
イ
ド
ス
タ
ー
マ

イ
ン
（
複
数
の
場
所
か
ら
一
斉

に
打
ち
上
げ
る
連
発
花
火
）
が

華
々
し
く
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾

る
と
、
圧
巻
の
幕
開
け
に
会
場

を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
か
ら
大

き
な
歓
声
と
拍
手
が
沸
き

起
こ
っ
た
。

　

１
時
間
30
分
の
演
目
の

中
に
は
、
今
年
の
目
玉
で

あ
る
荒
川
放
水
路
通
水
１

０
０
周
年
記
念
と
し
て
、

５
号
玉
以
上
の
大
玉
ば
か

り
を
板
橋
区
・
戸
田
市
合

同
で
１
０
０
発
打
ち
上

げ
。
ま
た
、
日
本
最
高
峰

の
花
火
師
10
人
に
よ
る
渾

身
の
一
発
が
味
わ
え
る

「
芸
術
玉
の
競
演
」、
東
京

最
大
の
大
玉「
尺
五
寸
玉
」

５
発
、
子
ど
も
た
ち
に
人

気
の
ピ
カ
チ
ュ
ウ
等
を
表

現
し
た
「
ポ
ケ
モ
ン
花

火
」、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

は
５
か
所
か
ら
打
ち
上
げ

る
名
物
ワ
イ
ド
ス
タ
ー
マ

イ
ン
「
天
空
の
ナ
イ
ア
ガ

ラ
」
と
「
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の

滝
」
な
ど
、
対
岸
の
戸
田

橋
花
火
大
会
と
合
わ
せ
て

約
１
万
５
千
発
の
趣
向
を

凝
ら
し
た
花
火
が
真
夏
の

夜
空
を
彩
り
、
会
場
は
最

後
ま
で
笑
顔
と
歓
声
で
あ

荒川放水路通水１００周年記念荒川放水路通水１００周年記念

いたばし花火大会いたばし花火大会

ふ
れ
て
い
た
。

　

な
お
、
昨
年
、
火
災
が

発
生
し
大
会
中
断
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
「
大
ナ
イ

ア
ガ
ラ
の
滝
」
は
、
下
草

刈
り
や
事
前
散
水
の
増

強
、
防
火
・
消
火
体
制
な

ど
に
よ
り
慎
重
な
安
全
対

策
が
施
さ
れ
、
見
事
に
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
、
喝

采
を
浴
び
た
。 ◇板橋区民まつりは、10 月 19 日（土）・20 日（日）に、グリーンホール周辺で実施さ

れます。
◇板橋農業まつりは、11 月９日（土）・10 日（日）に、赤塚体育館周辺で実施されます。
※各行事の内容や参加申込み、雨天時の開催・中止決定等、詳しくは管轄の地域セ
ンターにお問い合わせください。

熊野地区親睦
スポーツ大会

桜川地区
大運動会

常盤台地区
スポーツフェア

成増
童謡まつり

板橋地区
区民大運動会

清水スポーツ
フェア

前野歩け歩け
スタンプラリー

志村坂上地区
スポーツ大会

仲宿地区区民
大運動会

舟渡地区
大運動会

下赤塚地区
ウォークラリー

大谷口地区
区民大運動会

仲町地区区民
大運動会

蓮根地区
区民大運動会

大谷口地区
フェスティバル

中台地域セン
ターまつり

高島平まつり
 

富士見まつり

桜川地域セン
ターまつり

蓮根地域セン
ターまつり

成増地区ウォー
クラリー大会

成増地域セン
ターまつり

10月６日（日）

10月６日（日）

10月６日（日）

10月12日（土）

10月13日（日）

10月13日（日）

10月13日（日）

10月13日（日）

10月13日（日）

10月13日（日）

10月14日（月・祝）

10月14日（月・祝）

10月14日（月・祝）

10月14日（月・祝）

10月27日（日）

10月27日（日）

10月27日（日）

10月27日（日）

11月10日（日）

11月10日（日）

11月23日（土・祝）

12月７日（土）

９時

９時

10時

13時

９時

９時

９時

９時30分

10時

10時

９時

９時30分

10時

10時

９時30分

10時

10時

10時30分

９時

10時

９時

（未定）

９時～
　14時

９時～
14時30分

10時～
　12時

13時～
　16時

9時～
13時30分

９時～
　12時

９時～
　13時

９時30分～
14時30分

10時～
14時30分

10時～
　15時

9時～
　13時

９時30分～
　12時

10時～
13時30分

10時～
　13時

９時30分～
12時30分

10時～
15時30分

９時45分
　～15時

10時30分
　～14時

9時～
　15時

10時～
　15時

９時～
　13時

11時～
16時30分

行 事 名 開 催 日 開催時間 会　場式　典

板橋第二中学校校庭
（幸町26-1）

桜川小学校校庭
（東新町2-29-1）

上板橋体育館
（桜川1-3-1）

成増アクトホール
（成増3-11-3-405）

金沢小学校校庭
（加賀2-2-1）

志村第一小学校校庭
（泉町17-1）

前野公園
（前野町5-1-1）

小豆沢公園野球場
(小豆沢3-1-1)

板橋第三中学校校庭
（氷川町22-3）

舟渡小学校校庭
（舟渡3-6-15）

下赤塚小学校（赤塚
6-14-1）及び周辺地域　

上板橋第二中学校校庭
（向原3-1-12）

板橋第二中学校校庭
（幸町26-1）

城北公園野球場
（坂下2-19-1）

上板橋第二中学校校庭
（向原3-1-12）

中台地域センター
（中台1-44-8）

旧高島第七小学校校庭等
（高島平3-13-3）

板橋フレンドセンター校庭
及び富士見地域センター
（富士見町3-1）

桜川地域センター
（東新町2-45-6）

蓮根地域センター
（坂下2-18-1）

成増ヶ丘小学校（成増
3-17-7）及び周辺地域

成増アクトホール
（成増3-11-3-405）

支部
熊
　
野

仲
　
町

桜
　
川

成
　
増

板
　
橋

仲
　
宿

清
　
水

舟
　
渡

前
　
野

大
谷
口

蓮
　
根

下
赤
塚

富
士
見

大
谷
口
中
　
台

高
島
平

蓮
　
根

桜
　
川

成
　
増
成
　
増

志
村
坂
上

常
盤
台

第６５回

地
区
行
事
の
お
誘
い

地
区
行
事
の
お
誘
い



板
橋
区
教
育
長
の
就
任

板
橋
区
教
育
長
の
就
任

生前予約承ります
区民葬
福祉葬
都職
板橋青色申告会
郵政福祉
24時間霊安室有（冷蔵庫有り）
協定斎場2日間８万円（区内）
協定斎場2日間10万円（区外）

家族葬一式
新館（板橋区協定斎場）寝台車（営業車）24時間

〔本館有り〕

　　0120－88－5683
相談コーナー　03-3966-5683

板橋区志村3－1－16

令和６年９月1日　　　　　（2）第312号 い た ば し 町 連

広報部会の様子

合同部会の様子 榎本副会長挨拶

女性部会の様子

小林監事、平塚会長、井上支部長（左から）

平塚会長挨拶

　

広
報
部
会
（
山
口
義
人

部
長
）
が
６
月
24
日
（
月
）

10
時
30
分
か
ら
開
催
さ
れ

た
。
会
議
は
山
口
部
長
の

司
会
で
進
め
ら
れ
、
広
報

部
担
当
の
石
川
隆
彦
副
会

長
の
挨
拶
の
後
、
議
事
に

入
っ
た
。

　

ま
ず
機
関
紙
「
い
た
ば
し

町
連
」
と
広
報
部
会
の
概

要
、
昨
年
度
の
部
会
で
出
さ

れ
た
意
見
及
び
検
討
結
果

を
再
確
認
し
た
後
、
協
議

事
項
の
検
討
を
行
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
機
関
紙
編

集
方
針
を
確
認
し
な
が

ら
、
３
０
９
号
（
３
月
発

行
）
及
び
３
１
０
号
（
５

月
発
行
）の
広
報
診
断（
事

後
検
討
）
を
行
っ
た
。
２

号
と
も
概
ね
２
月
13
日
の

広
報
部
会
で
協
議
し
た
と

お
り
、「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

　

女
性
部
会
（
堺
靜
子
部

長
）
が
７
月
10
日
（
水
）

14
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
。

会
議
は
堀
田
薫
副
部
長
の

司
会
で
進
め
ら
れ
、
女
性

部
担
当
の
小
林
英
子
副
会

長
の
挨
拶
の
後
、
議
事
に

入
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
10
月
19
日

（
土
）
の
板
橋
区
民
ま
つ

り
で
提
供
す
る
「
区
民
お

ど
り
」に
つ
い
て
検
討
し
、

従
前
と
同
様
、
曲
目
・
回

数
・
曲
順
は
東
京
音
頭（
１

回
）、
二
輪
草
音
頭
（
１

回
）、
町
連
音
頭
（
２
回
）、

板
橋
音
頭
（
２
回
）
の
順

で
、
三
重
の
輪
を
作
っ
て

踊
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

続
い
て
、
踊
り
の
参
加

者
は
各
支
部
30
人
前
後

の
想
定
で
、
全
体
で
５
０

０
人
を
目
標
と
し
、
当
日

の
集
合
場
所
、
着
替
え
場

所
、
雨
天
時
連
絡
方
法
な

ど
を
確
認
し
た
。
な
お
、

　

板
橋
区
町
会
連
合
会
が

令
和
６
年
12
月
に
創
立
65

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、記
念
誌
と
し
て「
い
た

ば
し
町
連
」縮
刷
版
を
発

行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

つ
い
て
は
、記
念
誌
の
内

容
を
検
討
す
る
た
め
、広

報
部（
部
員
及
び
担
当
の

石
川
町
連
副
会
長
）に
町

連
本
部
役
員
３
人（
平
塚

会
長
、小
林
副
会
長
、榎
本

　

地
域
安
全
部
会
（
河
野

雅
行
部
長
）、
青
少
年
部

会
（
熊
谷
福
春
部
長
）、

環
境
文
化
部
会
（
渡
辺
昇

部
長
）
の
合
同
部
会
が
、

７
月
16
日
（
火
）
10
時
か

ら
区
役
所
大
会
議
室
Ｂ

で
開
催
さ
れ
、
18
名
の
参

加
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
合
同
部
会
は
、

東
京
都
の
「
令
和
６
年

度
東
京
防
災
学
習
セ
ミ

ナ
ー
」
事
業
を
活
用
し
、

「
首
都
直
下
地
震
へ
の
地

　

総
務
部
会
（
井
上
勝
部

長
）
が
７
月
８
日
（
月
）

10
時
30
分
か
ら
開
催
さ
れ

た
。
会
議
は
井
上
部
長
の

司
会
で
進
め
ら
れ
、
総
務

部
担
当
の
榎
本
進
副
会
長

の
挨
拶
の
後
、
議
事
に

入
っ
た
。

　

は
じ
め
に
町
会
連
合
会

の
令
和
６
年
度
要
望
事
項

５
項
目
に
対
す
る
区
か
ら

の
回
答
に
つ
い
て
、
事
務

や
各
支
部
の
行
事
等
の
記

事
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、

５
月
号
か
ら
紙
面
の
文
字

を
少
し
大
き
く
し
た
。

　

次
に
３
１
１
号
（
７
月

発
行
）及
び
３
１
２
号（
９

月
発
行
）
の
編
集
方
針
・

掲
載
項
目
の
協
議
を
行

い
、
町
連
定
期
総
会
、
町

会
・
自
治
会
長
の
異
動
や

各
支
部
事
業
な
ど
の
記
事

を
掲
載
し
て
い
く
こ
と
と

し
た
。

　

部
員
か
ら
は
、
機
関
紙

を
鉄
道
駅
の
ス
タ
ン
ド
に

置
い
て
も
ら
っ
た
ら
、
一
般

の
方
へ
の
周
知
や
広
告
掲

載
企
業
の
増
加
に
効
果
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
意
見
が
あ
り
、
研
究

し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
中
学
生
平
和
の
旅

な
ど
平
和
に
関
す
る
活
動

報
告
も
取
り
上
げ
て
は
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
菅
野
祐
一
副

部
長
の
閉
会
の
辞
で
終
了

し
た
。

広
　
報
　
部

記
念
誌
部
会

副
会
長
）を
加
え
た
記
念

誌
部
会
を
結
成
し
、６
月

24
日（
月
）の
広
報
部
会
終

了
後
に
第
１
回
の
会
議
を

開
催
し
た
。

　

会
議
は
山
口
広
報
部
長

の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
平

塚
会
長
の
挨
拶
の
後
、
議

事
に
入
っ
た
。

　

記
念
誌
の
概
要
に
つ
い

て
、
前
回
の
創
立
55
周
年

記
念
誌
を
見
な
が
ら
、
そ

の
装
丁
・
構
成
・
作
成
部

数
・
経
費
等
を
確
認
し
、

基
本
的
な
内
容
と
し
て
は

今
回
の
記
念
誌
作
成
に
応

用
し
て
い
く
が
、
引
き
続

き
検
討
を
し
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
。

　

部
会
員
か
ら
は
、町
会
・

自
治
会
区
域
一
覧
表
の
部

分
に
視
覚
的
に
わ
か
る
よ

う
な
地
図
を
掲
載
し
て
ほ

し
い
、
年
表
（
町
連
・
板

橋
区
・
社
会
の
動
き
）
に

つ
い
て
詳
細
は
未
定
な
が

ら
掲
載
し
て
ほ
し
い
、
と

い
う
意
見
が
あ
が
っ
た
。

総
　
務
　
部

地
域
安
全
部
・
青
少
年
部

・
環
境
文
化
部

女
　
性
　
部

部
会
報
告

局
か
ら
各
項
目
の
詳
細
な

説
明
が
あ
り
、
検
証
を

行
っ
た
。

　

令
和
７
年
度
町
連
要
望

事
項
に
つ
い
て
は
、
本
部

か
ら
の
要
望
の
取
り
ま
と

め
方
針
案
が
示
さ
れ
、
活

発
な
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　

本
日
の
意
見
を
ふ
ま

え
、
18
支
部
か
ら
提
出
さ

れ
る
支
部
要
望
も
確
認
の

う
え
、
８
月
23
日
（
金
）

開
催
の
次
回
会
議
に
お
い

て
要
望
案
を
ま
と
め
る
こ

と
と
な
り
、
最
後
に
手
島

孝
温
副
部
長
の
閉
会
の
辞

で
終
了
し
た
。

実
施
時
間
・
集
合
時
間
等

詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
定

し
だ
い
周
知
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

次
に
、
女
性
部
日
帰
り

研
修
に
つ
い
て
協
議
を
し

た
結
果
、
旅
行
会
社
か
ら

提
案
さ
れ
た
２
行
程
の
う

ち
、
静
岡
県
・
富
士
山
方

面
の
行
程
を
選
定
し
た
。

日
程
は
11
月
中
旬
と
し
、

参
加
対
象
は
担
当
副
会

長
と
各
支
部
２
名
で
決

定
し
た
。

　

最
後
に
、
区
民
お
ど
り

出
演
参
加
賞
を
選
定
し
、

堺
部
長
に
よ
る
閉
会
の

辞
で
終
了
し
た
。

域
の
備
え
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
髙
田
美
種
町

連
副
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
、
本
題
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
昨
年
度
に
東
京

都
か
ら
全
世
帯
へ
配
付
さ

れ
た
防
災
ブ
ッ
ク
「
東
京

く
ら
し
防
災
」
及
び
「
東

京
防
災
」
の
内
容
や
活
用

し
て
ほ
し
い
点
に
つ
い

て
、
説
明
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
防
災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
筑
波
大
学
名
誉

教
授
の
梶
秀
樹
先
生
が
講

師
と
な
り
、
自
主
防
災
組

織
の
活
性
化
へ
向
け
て
講

演
が
行
わ
れ
た
。

　

大
き
な
地
震
が
発
生
し

た
時
は
、
地
域
の
住
民
が

協
力
し
て
行
う
初
期
消

火
、
救
助
、
搬
送
な
ど
の

初
動
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。
地
域
の
防
災
力
を
高

め
る
た
め
に
は
、
平
時
か

ら
住
民
の
防
災
意
識
の
高

揚
や
、
地
域
の
つ
な
が
り

を
強
め
る
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
、
住
民
一
人
ひ
と

り
に
寄
り
添
っ
た
自
助
の

支
援
な
ど
の
活
動
が
重
要

で
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
際

は
、
住
民
同
士
の
交
流
を

重
視
し
、
ま
ず
は
参
加
し

て
も
ら
う
こ
と
を
狙
っ

て
、
遊
び
の
要
素
を
入
れ

た
防
災
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

提
案
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、①
地
震
発
生

後
の
応
急
対
応
の
体
制

を
作
っ
て
お
く
、②
防
災

活
動
の
協
力
員
（
町
会
員

に
こ
だ
わ
ら
ず
）
を
確
保

し
て
お
く
、③
必
要
な
装

備
を
備
え
て
お
く
、④
自

主
防
災
組
織
と
避
難
所

の
兼
任
は
避
け
て
、
連
携

を
図
る
と
よ
い
と
い
っ
た

お
話
が
あ
っ
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、
防

災
活
動
を
す
る
に
あ
た

り
と
て
も
参
考
に
な
っ

た
、
人
間
関
係
の
重
要

性
を
改
め
て
認
識
し
た
、

今
後
の
活
動
に
ぜ
ひ
生

か
し
て
い
き
た
い
と
い
う

意
見
が
あ
げ
ら
れ
た
。

　

中
川
修
一
前
教
育
長
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
７
月

１
日
か
ら
３
年
間
の
任
期

で
、新
た
に
長
沼
豊
氏（
元

教
育
委
員
会
教
育
委
員
）

が
教
育
長
に
就
任
し
た
。

　

令
和
６
年
７
月
３
日

（
水
）午
後
１
時
30
分
か
ら

新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
に
て
、令

和
６
年
度
東
京
都
地
域
活

動
に
関
す
る
検
討
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

こ
の
検
討
会
は
、東
京

都
が
区
市
町
村
の
町
会
・

自
治
会
連
合
会
代
表
者
と

情
報
・
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
で
、地
域
の
課
題
に

対
す
る
効
果
的
な
施
策
等

の
実
施
を
目
指
し
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　

当
日
は
、町
会
・
自
治
会

の
加
入
促
進
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
を
議
題
と

し
、町
会
・
自
治
会
に
対
し

て
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
集
計
結
果
が
報
告
さ
れ

た
。ま
た
、実
際
の
町
会
・

自
治
会
活
動
の
好
事
例
と

　

東
京
都
町
会
連
合
会
定

期
総
会
が
、
６
月
20
日

（
木
）
午
前
10
時
か
ら
新

宿
区
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
、
平
塚
幸

雄
会
長
が
出
席
し
た
。

　

初
め
に
吉
成
武
男
会
長

（
中
野
区
）
の
挨
拶
が
あ

り
、
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
案
と
し
て
「
令
和
５

年
度
東
京
都
町
会
連
合
会

事
業
報
告
」「
同
収
支
決

算
報
告
」「
収
支
決
算
監

査
報
告
」「
令
和
６
年
度

東
京
都
町
会
連
合
会
事
業

計
画
（
案
）」「
同
収
支
予

算
（
案
）」「
同
本
部
役
員

等
（
案
）」「
東
京
都
町
会

連
合
会
規
約
改
正
（
案
）」

が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

　

続
い
て
東
京
都
町
会
連

合
会
表
彰
が
行
わ
れ
、
会

長
挨
拶
の
後
、
来
賓
を
代

表
し
て
小
池
百
合
子
都
知

事
、
宇
田
川
聡
史
都
議
会

議
長
、
吉
住
健
一
特
別
区

長
会
会
長
（
新
宿
区
長
）

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

板
橋
区
は
小
林
時
也
町

連
監
事
（
富
士
見
）、
井

上
一
哉
支
部
長
（
志
村
坂

上
）の
２
名
が
表
彰
さ
れ
、

代
表
し
て
小
林
監
事
が
表

彰
状
を
受
領
し
た
。

し
て
、板
橋
区
清
水
支
部

内
の
７
町
会
に
よ
る
夜
間

避
難
所
開
設
訓
練
な
ど
の

報
告
が
さ
れ
た
。

　

こ
の
清
水
支
部
の
訓
練

で
は
、避
難
所
と
な
る
小

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
お
や
じ

の
会
に
避
難
所
開
設
時
の

役
割
を
持
っ
て
い
た
だ
い

て
実
施
し
た
こ
と
に
よ

り
、若
年
層
の
主
体
的
な

企
画
・
運
営
が
な
さ
れ
、多

数
の
親
子
の
参
加
を
得
ら

れ
た
と
同
時
に
、交
流
も

図
ら
れ
る
と
い
う
素
晴
ら

し
い
効
果
が
あ
っ
た
。

都
町
連
定
期
総
会

及
び
表
彰
式
開
催

都
町
連
定
期
総
会

及
び
表
彰
式
開
催

東
京
都
地
域
活
動

に
関
す
る
検
討
会

東
京
都
地
域
活
動

に
関
す
る
検
討
会
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社明フェスタの様子

式典で挨拶する坂本区長

大勢の観客が見守る中、笑顔で踊り

来賓の前での輪踊り熱演

盆踊りではかつてない人出となった

男性師範による優雅な踊り

清掃終了、おつかれさまでした

早朝から活動中

小学生の部優勝　赤塚アントラーズ中学生の部優勝　志三中クラブ

板
橋
区
少
年
野
球

親
善
大
会

板
橋
区
少
年
野
球

親
善
大
会

　

成
増
阿
波
お
ど
り
大
会 

（
小
日
向
克
昭
大
会
会
長

＝
町
連
成
増
支
部
長
）が
、

８
月
１
日（
木
）午
後
５
時

30
分
か
ら
、町
会
連
合
会

成
増
支
部
、青
少
年
健
全

育
成
成
増
地
区
委
員
会
、

商
店
街
連
合
会
第
６
支

部
の
共
催
に
よ
り
、盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。

　

８
月
10
日（
土
）午
後
６

時
か
ら
、わ
く
わ
く
盆
踊

り
が
板
橋
フ
レ
ン
ド
セ
ン

タ
ー
校
庭
に
て
開
催
さ
れ

た
。

　

盆
踊
り
は
役
員
の
高
齢

化
な
ど
で
町
会
単
独
で
の

開
催
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
が
、富
士
見
地
区
で
は

数
年
前
よ
り
複
数
町
会
が

集
ま
っ
て
盆
踊
り
を
行
っ

て
い
る
。４
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
っ
た
昨
年
は
、管

内
全
て
の
町
会
が
参
加

し
、初
の
支
部
主
催
で
の

実
施
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
台
風
５
号
が

危
惧
さ
れ
た
が
、無
事
天

候
に
恵
ま
れ
開
始
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
「
い
た
ば
し
花
火
大
会
」

を
二
日
後
に
控
え
た

８
月
１
日（
木
）に
、

舟
渡
支
部
で
は「
荒

川
土
手
ク
リ
ー
ン
作

戦
」を
実
施
し
た
。

　

今
年
で
38
回
目
と

な
る
こ
の
事
業
は

「
い
た
ば
し
花
火
大

会
」に
全
国
か
ら
訪

れ
る
大
勢
の
お
客
さ

ま
に
、美
し
い
花
火
を
き

れ
い
な
会
場
で
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
と
い
う「
お

も
て
な
し
」の
気
持
ち
か

ら
、花
火
大
会
直
前
に
会

場
と
な
る
荒
川
土
手
の
清

掃
を
行
っ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

　

午
前
７
時
、舟
渡
地
区

環
境
行
動
委
員
会
、青
健

舟
渡
地
区
委
員
会
、舟
渡

町
会
、舟
渡
小
学
校
の
先

生
・
児
童
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
、地
元

の
少
年
野
球
・
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
、近
隣
事
業
所
の

皆
さ
ん
な
ど
80
名
の
方
々

が
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ

て
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
開
始

し
た
。

　

約
40
分
後
、
最
終
集
合

地
点
に
は
、
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
の
容
器
や
空
き

　

７
月
26
日
（
金
）
か
ら

８
月
２
日
（
金
）
の
期
間
、

区
立
小
豆
沢
・
城
北
野
球

場
に
お
い
て
、
第
54
回
板

橋
区
少
年
野
球
親
善
大
会

が
小
学
生
の
部
18
チ
ー

ム
、
中
学
生
の
部
14
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

た
。

　

連
日
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
小
学
生
の
部
は
赤

塚
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
（
下
赤

塚
地
区
）、
中
学
生
の
部

は
志
三
中
ク
ラ
ブ
（
蓮
根

地
区
）
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

し
た
。

【
小
学
生
の
部
】

優
勝

　

赤
塚
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

準
優
勝

　

城
山
野
球
ク
ラ
ブ

第
三
位

　

宮
元
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
、

　

蓮
根
ロ
ー
タ
ス

【
中
学
生
の
部
】

優
勝

　

志
三
中
ク
ラ
ブ

準
優
勝

　

東
京
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
ズ

第
三
位

　

地
域
に
お
け
る
青
少
年

健
全
育
成
活
動
が
本
格
化

す
る
夏
季
に
向
け
て
、７

月
17
日
（
水
）
〜
18
日

（
木
）、令
和
６
年
度
健
全

育
成
・
社
明
フ
ェ
ス
タ

i
n
い
た
ば
し（
主
催
：
板

橋
区
・
板
橋
区
教
育
委
員

会
・
板
橋
区
青
少
年
健
全

育
成
地
区
委
員
会
連
合

会
・
板
橋
区
保
護
司
会
）が

区
役
所
１
階
イ
ベ
ン
ト
ス

ク
エ
ア
で
開
催
さ
れ
た
。

　

17
日
11
時
か
ら
は
式
典

が
行
わ
れ
、主
催
者
を
代

表
し
て
坂
本
健
板
橋
区
長

か
ら
の
挨
拶
や
、列
席
さ

れ
た
関
係
者
の
紹
介
が
あ

っ
た
。

▽
蓮
根
支
部
・
蓮
根
東
町

会（
長
沼
美
明
会
長
）は
、

６
月
30
日（
日
）午
前
11
時

か
ら
、志
村
第
三
中
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、創
立

70
周
年
記
念
式
典
及
び

祝
賀
会
を
開
催
し
た
。

健
全
育
成
・
社
明

フ
ェ
ス
タ

健
全
育
成
・
社
明

フ
ェ
ス
タ

（
富
士
見
支
部
）

（
富
士
見
支
部
）

荒
川
土
手

ク
リ
ー
ン
作
戦

　

昭
和
58
年
の
地
下
鉄
有

楽
町
線
の
開
通
を
機
会
に

始
ま
り
、今
年
で
38
回
目

の
開
催
と
な
っ
た
。世
代

を
超
え
た
人
々
の
地
域
活

動
へ
の
参
加
意
欲
の
高
さ

と
住
民
同
士
の
連
帯
感
が

感
じ
ら
れ
る
こ
の
大
会

は
、地
元
成
増
地
域
か
ら

６
連
、「
阿
波
お
ど
り
」で

有
名
な
高
円
寺
か
ら
３

連
、渋
谷
区
や
文
京
区
の

連
、板
橋
区
役
所
の
連
も

加
わ
り
、総
勢
13
連
、約
５

０
０
名
が
参
加
し
た
。

　

午
後
５
時
30
分
、第
１

会
場
で
あ
る
成
増
駅
南
口

ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
、鳴
り

物
の
音
も
賑
や
か
に
ス
タ

ー
ト
し
、南
口
の
大
会
本

部
前
や
第
２
・３
会
場
、北

口
の
輪
踊
り
演
舞
場
で

次
々
と
演
舞
が
行
わ
れ

た
。

　

ま
た
、
午
後
７
時
に
は

輪
踊
り
演
舞
場
で
大
会
式

典
が
行
わ
れ
、
小
日
向
会

長
の
主
催
者
挨
拶
、
坂
本

健
区
長
、
田
中
や
す
の
り

議
長
ほ
か
来
賓
の
挨
拶
、

列
席
の
来
賓
の
紹
介
が
あ

っ
た
。

　

大
会
各
会
場
で
は
、各

連
が
鳴
り
物
に
合
わ
せ
軽

快
な
踊
り
を
披
露
し
、踊

る
人
も
見
る
人
も
暑
い
夏

の
夜
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し

ん
で
い
た
。

　

会
場
で
は
、「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」「
青
少
年

健
全
育
成
地
区
活
動
」「
更

生
保
護
活
動
」の
紹
介
や

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、活
動
の
よ

う
す
の
パ
ネ
ル
展
示
、活

動
広
報
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
、

更
生
保
護
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー「
ホ
ゴ
ち
ゃ

ん
」の
ぬ
り
絵
コ
ー
ナ
ー
、

刑
務
所
作
業
製
品
の
販

売
、夏
野
菜
マ
ル
シ
ェ
の

コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、

多
く
の
区
民
で
賑
わ
っ

た
。

　

ま
た
、青
少
年
が
地
域

の
中
で
役
割
を
果
た
す
経

験
を
積
む
こ
と
が
で
き
、

生
き
る
力
を
身
に
付
け
、

自
立
や
自
己
実
現
を
め
ざ

し
て
明
る
い
未
来
を
切
り

開
い
て
い
く
こ
と
を
、地

域
を
挙
げ
て
支
援
し
て
い

く
と
い
う『
青
少
年
健
全

育
成
強
調
期
間
地
域
活

動
方
針
』、並
び
に
、犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、力
を

合
わ
せ
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
地
域
社
会
を
築

く
た
め
の
運
動『
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
強
調
月

間
地
域
活
動
方
針
』が
掲

げ
ら
れ
、来
場
者
へ
の
周

知
を
図
っ
て
い
た
。

周
　
年
　
行
　
事

〜
世
界
一の
交
通
安
全
都
市
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
を
目
指
し
て
〜

９
月
21
日（
土
）〜
30
日（
月
）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
30
日（
月
）は「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で
す
。

成
増
成
増

阿
波
お
ど
り
大
会

阿
波
お
ど
り
大
会

in
い
た
ば
し

い
た
ば
し

開
会
式
で
の
坂
本
区
長
の

ご
挨
拶
、太
鼓
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
後
は
い
よ
い
よ

盆
踊
り
が
始
ま
る
。東
京

音
頭
、板
橋
音
頭
、板
橋
二

輪
草
音
頭
と
曲
は
続
き
、

進
行
す
る
に
従
っ
て
来
場

者
は
増
え
、子
ど
も
向
け

の
曲「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
音

頭
」の
頃
に
は
、盆
踊
り
で

は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
人

出
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、会
場
内
の
焼
き

そ
ば
や
か
き
氷
、ヨ
ー
ヨ

ー
釣
り
な
ど
の
模
擬
店
に

は
子
ど
も
達
の
行
列
も
で

き
る
ほ
ど
大
人
気
だ
っ

た
。

　

終
盤
で
は
男
性
チ
ー
ム

に
よ
る
力
強
い
踊
り
が
披

露
さ
れ
、盛
り
上
が
り
は

最
高
潮
に
達
し
た
。

缶
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、

90
ℓ
ゴ
ミ
袋
で
４
袋
ほ
ど

の
ゴ
ミ
が
拾
い
集
め
ら

れ
、
花
火
大
会
会
場
が
き

れ
い
に
な
っ
た
。

　

桜
川
中
ク
ラ
ブ
、

　

Ｔ
Ｂ
Ｃ

わ
く
わ
く
盆
踊
り

わ
く
わ
く
盆
踊
り

花
火
大
会
の
前
に
！
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八ッ場ダムの前で集合写真

300段の外階段を下ります

親子で「潮干狩り」

朝のふるさといたばし体操をする参加者

大声援の「つなひき大会」

下頭橋六蔵祠

曇り空の下、カレー作りがスタート

～最も身近で、最も頼りにされる金融機関を目指して～

板 橋 支 店　 板橋区板橋2-67-8　　　　☎（3961）5371（代）
大 山 支 店　 板橋区大山町22-5　　　　☎（3956）1161（代）
志 村 支 店　 板橋区小豆沢1-11-7　　　☎（3966）0136（代）
志村坂下支店　 板橋区東坂下2-16-4　　　☎（3968）0481（代）
成 増 支 店　 板橋区成増1-29-7　　　　☎（3930）7136（代）
上板橋支店　 板橋区桜川3-21-11　　　☎（3559）1491（代）

東京信用金庫

　

今
回
は
弥
生
町
と
南
常

盤
台
一
丁
目
の
境
を
流
れ

る
石
神
井
川
に
架
か
る
下

頭
橋
と
六
蔵
祠
に
つ
い
て

紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

江
戸
時
代
、
現
在
の
板
橋

区
に
は
江
戸
と
川
越
を
結

ぶ
川
越
街
道
（
往
還
）
が

通
っ
て
い
た
。
弥
生
町
の

下
頭
橋
通
り
は
川
越
街
道

の
上
板
橋
宿
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
、
下
頭
橋
は
宿
場

の
北
の
境
に
位
置
し
て
い

る
。
橋
の
由
来
に
つ
い
て

は
文
政
六
年（
一
八
二
三
）

の
上
板
橋
村
の
書
上
帳
に

詳
し
い
。そ
れ
に
よ
る
と
、

古
来
よ
り
橋
の
管
理
は
幕

府
が
行
っ
て
い
た
が
、
宝

暦
元
年
（
一
七
五
一
）
代

-------------------------------------------------------------------

下
頭
橋
と
六
蔵
祠

公
文
書
館
専
門
員
　
　
畠
山
　
聡

17

　

町
連
富
士
見
支
部
お
よ

び
青
健
富
士
見
で
は
６
月

22
日
（
土
）
に
５
年
ぶ
り

の
合
同
研
修
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

場
所
は
群
馬
県
長
野
原

町
に
あ
る
八
ッ
場
ダ
ム
。

有
名
な
温
泉
地
で
あ
る
草

　

５
月
26
日
（
日
）
に
各

町
会
と
青
少
年
健
全
育
成

　

青
健
成
増
地
区
で
は
、

津
温
泉
に
行
く
途
中
に
あ

る
ダ
ム
と
い
え
ば
ご
存
じ

の
方
も
多
い
で
し
ょ
う

か
。
ダ
ム
の
建
設
に
当

た
っ
て
は
町
を
二
分
す
る

議
論
が
長
き
に
わ
た
り
続

き
、
時
の
政
権
に
よ
る
政

策
変
更
な
ど
に
翻
弄
さ
れ

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
完
成
間
近
で

あ
っ
た
令
和
元
年
十
月
に

日
本
を
襲
っ
た
大
型
台
風

19
号
の
際
は
、
折
し
も
試

験
湛
水
中
で
ダ
ム
が
空
に

近
か
っ
た
た
め
流
れ
込
ん

で
き
た
濁
流
か
ら
下
流
の

町
な
ど
を
守
っ
た
と
も
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

研
修
参
加
者
一
行
は
ダ

ム
に
到
着
す
る
と
現
地
ガ

イ
ド
に
よ
る
丁
寧
な
解
説

の
も
と
、
三
班
に
分
か
れ

て
見
学
を
し
ま
し
た
。

　

健
脚
な
参
加
者
は
ダ
ム

の
外
壁
に
取
り
付
け
ら
れ

て
い
る
三
百
段
の
階
段
を

降
り
る
な
ど
、
そ
の
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

富
士
見
支
部
長  

田
中 

正
己

官
船
橋
安
右
衛
門
の
時
に

上
板
橋
村
で
行
う
よ
う
命

じ
ら
れ
た
。
従
来
の
土
橋

だ
と
出
水
の
た
び
に
押
し

流
さ
れ
て
御
用
に
支
障
が

来
す
の
で
石
橋
に
架
け
替

え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

村
の
経
費
だ
け
で
は
足
り

ず
他
村
か
ら
の
応
援
を
得

て
よ
う
や
く
完
成
し
、
こ

れ
を
記
念
し
て
二
ヶ
所
に

供
養
塔
を
建
て
た
と
い

う
。
現
在
六
蔵
祠
の
境
内

に
立
つ
寛
政
十
年
（
一
七

九
七
）
の
他
力
善
行
供
養

塔
は
そ
の
一
基
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
の
橋
名
に
つ
い
て

は
、
文
化
年
間
（
一
八
〇

四
〜
一
七
）
に
成
立
し
た

釈
敬
順
の
『
遊
歴
雑
記
』

に
「
ゲ
ト
ウ
橋
」
と
あ
る

の
で
、
古
く
か
ら
呼
ば
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

が
、
そ
の
由
来
に
つ
い
て

は
次
の
よ
う
な
伝
説
が
あ

る
。
一
つ
目
は
こ
の
地
を

訪
れ
た
旅
僧
が
榎
の
杖
を

立
て
て
去
っ
た
と
こ
ろ
根

が
生
じ
枝
葉
が
繁
茂
し
て

大
木
と
な
っ
た
が
、
逆
に

立
て
た
た
め
逆
榎
と
な
り

こ
れ
が
橋
名
と
な
っ
た
と

い
う
も
の
。昭
和
二
年（
一

九
二
七
）
橋
の
架
け
替
え

の
際
に
切
り
倒
さ
れ
る
ま

で
、
橋
の
た
も
と
に
榎
の

大
木
が
あ
っ
た
の
で
こ
れ

に
よ
り
創
作
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
二
つ
目
は
川
越

城
主
が
江
戸
に
出
入
り
す

る
際
、
江
戸
屋
敷
の
家
臣

が
こ
こ
ま
で
来
て
頭
を
下

げ
て
見
送
り
出
迎
え
た
か

ら
と
い
う
も
の
。
三
つ
目

は
橋
の
た
も
と
で
頭
を
下

げ
て
旅
人
か
ら
喜
捨
を
受

け
て
い
た
六
蔵
の
死
後
に

残
さ
れ
た
お
金
に
よ
り
石

橋
が
架
け
替
え
ら
れ
た
か

ら
と
い
う
も
の
で
、
逆
榎

は
六
蔵
を
葬
っ
た
僧
が
立

て
た
榎
の
杖
が
成
長
し
た

も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の

伝
説
は
、
橋
の
近
く
に
居

住
し
て
い
た
佐
藤
耶
蘇
基

が
昭
和
四
年（
一
九
二
九
）

に
『
下
頭
六
蔵
菩
薩
の
由

来
』
を
著
し
た
り
、
頭
山

満
揮
毫
に
よ
る
下
頭
六
蔵

菩
薩
之
塔
を
建
て
た
り
し

た
こ
と
で
周
知
さ
れ
て

い
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
伝

説
に
感
銘
し
た
地
元
の
人

が
六
蔵
の
遺
徳
を
讃
え
て

建
て
た
の
が
六
蔵
祠
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

下
頭
橋
は
寛
政
十
年
以

降
も
他
力
に
よ

る
橋
の
修
理
が

行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち

が
六
蔵
を
主
人

公
と
す
る
伝
説

を
創
出
さ
せ
た

の
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
れ
を
今
日
に
ま

で
地
元
が
守
り
伝
え
て
き

た
こ
と
が
貴
重
な
の
で
あ

る
。

地
区
委
員
会
の
共
催
事
業

「
親
子
バ
ス
ハ
イ
ク
」
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

晴
天
の
中
、
バ
ス
10
台
、

総
勢
約
４
０
０
名
で
千
葉

県
の
富
津
海
岸
に
向
か

い
、
潮
干
狩
り
の
体
験
を

し
ま
し
た
。
多
く
の
参
加

者
が
網
い
っ
ぱ
い
の
ハ
マ

グ
リ
を
と
っ
て
い
ま
し

た
。

　

昼
食
後
は
、
恒
例
と

な
っ
た
子
ど
も
の
「
す
い

か
割
り
」
を
行
い
、
皆
で

甘
い
す
い
か
を
楽
し
み
ま

例
年
海
の
日
の
祝
日
を
絡

め
た
三
連
休
に
榛
名
林
間

学
園
で
二
泊
三
日
の
野
外

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
年
は
当
該
施
設
を
利

用
で
き
る
の
が
最
後
と
あ

っ
て
、
参
加
者
は
も
ち
ろ

ん
、
青
少
年
委
員
、
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
、
実
行
委

員
の
感
慨
も
ひ
と
し
お
で

あ
っ
た
。

　

初
日
、
成
増
公
園
で
出

発
式
を
行
い
、
バ
ス
二
台

で
向
か
っ
た
。
初
日
、
夜

の
ゴ
ー
ス
ト
バ
ス
タ
ー
ズ

は
楽
し
い
け
ど
お
化
け
の

登
場
に
は
し
ゃ
い
で
泣
い

て
、
二
日
目
の
カ
レ
ー
作

り
と
ス
イ
カ
割
は
班
ご
と

に
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

降
り
続
く
雨
は
止
ま

ず
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
は
中
止
と
な
り
、
キ
ャ

ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
を
楽
し

ん
だ
。

　

最
終
日
も
天
候
に
恵
ま

れ
ず
、
体
育
館
で
ド
ッ
ヂ

ビ
ー
大
会
を
行
っ
た
。

　

予
定
通
り
の
野
外
活
動

と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

ひ
と
夏
の
思
い
出
が
一
人
ひ

と
り
の
心
に
刻
ま
れ
た
。

鉄
製
の
門
扉
を
飾
る
獅
子
た
ち
は

家
の
無
い
土
地
守
り
続
け
る

高
島
平
　
戸
田
　

哲
也

八
十
路
す
ぎ
お
国
訛
り
の　

　

端
々
は
い
ぶ
り
が
っ
こ
の

味
に
似
て
い
る

　
清
水
町
　
大
塚
　

ト
モ
子

若
き
日
に
旅
の
土
産
と

贈
り
た
る
ペ
ン
ダ
ン
ト
胸
に

友
は
逝
き
し
と

赤
塚
新
町
　
多
田
　

玲
子

大
根
畑
の
地
下
に
眠
り
し

　

吉
野
ケ
里
す
が
た
現
す

弥
生
の
く
ら
し

中
台
　
長
野
　
恵
子

八
十
路
越
え
健
康
い
つ
ま
で    

　

保
て
る
か
思
い
て
湯
舟
に

脚
な
が
な
が
と

桜
川
　
久
保
　
親
二

闇
を
つ
き
お
と
ぎ
の
国
へ
鵜
舟
か
な

大
山
金
井
町
　
松
島
　
精
一

山
寺
の
木
の
下
風
の
涼
し
さ
よ

大
谷
口
北
町
　
岩
井
　
佑
基

巧
み
な
り
女
性
鵜
匠
の
綱
捌
き

仲
町
　
川
上
　
ふ
さ
よ

苔
涼
し
馬
を
供
養
の
石
ぼ
と
け

志
村
三
丁
目
　
峯
岸
　
直
子

夏
山
の
降
り
て
一
息
足
湯
か
な

上
板
橋
一
丁
目
　
宝
田
　
豊

し
た
。

　

ま
た
、
６
月
22
日
（
土
）

に
は
、
小
豆
沢
体
育
館
で

５
年
ぶ
り
に
「
つ
な
ひ
き

大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

管
内
４
つ
の
小
学
校
か

ら
計
35
チ
ー
ム
３
５
８
名

の
参
加
が
あ
り
、
数
多
く

の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ス
タ
ン
ド
に
は
、

保
護
者
の
方
も
多
く
来
場

し
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
か
き

消
す
ほ
ど
の
歓
声
が
会
場

に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や

青
少
年
委
員
、
各
町
会
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
実
行
委
員

の
皆
さ
ん
の
活
躍
に
よ

り
、
久
し
ぶ
り
の
開
催
に

も
関
わ
ら
ず
、
大
き
な
問

題
も
な
く
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

志
村
坂
上
地
区
で
は
、

今
後
と
も
多
く
の
方
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ

ン
ト
等
を
通
じ
て
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域

の
団
結
力
を
高
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

志
村
坂
上
支
部
長

　

井
上 

一
哉

　

来
年
の
野
外
活
動
は
、

「
は
る
な
」
で
は
な
く
な

っ
て
し
ま
う
が
、
お
互
い

の
再
会
を
約
束
し
て
帰
路

に
つ
い
た
。

　

成
増
支
部
長小

日
向 

克
昭

や
　
そ
　
き

さ
か
さ
え
の
き

と
う 

や
ま

き

ご
う

み
つ
る

支
部
ニ
ュ
ー
ス

支
部
ニ
ュ
ー
ス

志
村
坂
上

成
　
増

短
　
歌

俳
　
句

板
橋
区
俳
句
連
盟
監
修

一
ノ
瀬
美
智
子
選

富
士
見

「
支
部
・
青
健

　 

　
　 

合
同
研
修
会
」

「
大
盛
況
の

 

　
　 

地
域
イ
ベ
ン
ト
」

「
野
外
活
動
　
は
る
な
」

　
　


